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書

評

『
砂
漠
に
引
き
こ
も
っ
た
人
々
』

戸
田
聡
﹇
編
訳
﹈（
教
文
館

二
〇
一
六
年
）

矢

内

義

顕

三
世
紀
の
末
、
ロ
ー
マ
帝
国
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
迫
害
が
終
息

へ
と
向
か
い
、
殉
教
へ
の
可
能
性
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
く
中
で
、
殉

教
に
代
わ
る
個
人
的
な
救
済
の
道
を
、
過
酷
な
禁
欲
・
錬
成
の
生

活
に
求
め
る
人
び
と
が
、
エ
ジ
プ
ト
の
砂
漠
さ
ら
に
は
パ
レ
ス

テ
ィ
ナ
、
シ
リ
ア
に
登
場
す
る
。
彼
ら
は
、
さ
さ
や
か
な
手
仕
事

で
糧
を
得
な
が
ら
、
詩
編
を
中
心
と
し
た
聖
書
の
朗
読
と
祈
り
の

生
活
に
専
心
す
る
。
そ
し
て
四
世
紀
に
は
、
こ
う
し
た
隠
修
生
活

の
み
な
ら
ず
、
パ
コ
ミ
オ
ス
（
二
九
二－

三
四
六
年
）
に
よ
る
上

エ
ジ
プ
ト
の
タ
ベ
ン
ネ
シ
を
中
心
地
と
し
た
共
住
型
の
修
道
生
活

も
始
ま
る
。
修
道
生
活
が
一
つ
の
社
会
的
現
象
と
な
る
。
今
日
も

さ
ま
ざ
ま
な
形
態
で
続
く
修
道
制
の
成
立
で
あ
る
。
こ
の
成
立
を

解
明
す
る
た
め
に
不
可
欠
の
文
書
が
、
女
性
も
含
む
修
道
者
た
ち

の
伝
記
・
列
伝
、
彼
ら
の
金
言
集
（『
砂
漠
の
師
父
の
言
葉
』
谷

隆
一
郎
・
岩
倉
さ
や
か
訳
、
知
泉
書
館
、
二
〇
〇
四
年
）、
そ
し

て
カ
イ
サ
リ
ア
の
エ
ウ
セ
ビ
オ
ス
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
ソ
ゾ
メ
ノ
ス

な
ど
の
『
教
会
史
』
で
あ
る
。

『
砂
漠
に
引
き
こ
も
っ
た
人
々
』
と
い
う
、
や
や
刺
激
的
な
表

題
を
も
つ
本
書
は
、
修
道
生
活
の
創
始
者
と
言�

わ�

れ�

る�

ア
ン
ト
ニ

オ
ス
（
三
五
六
年
没
）
を
中
心
と
し
た
最
初
期
の
修
道
士
五
人
の

伝
記
を
収
録
す
る
。
ヒ
エ
ロ
ニ
ュ
ム
ス
『
テ
ー
バ
イ
の
パ
ウ
ル
ス

伝
』、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
『
ア
ン
ト
ニ
オ
ス
伝
』、
ヒ
エ
ロ
ニ
ュ
ム
ス

『
ヒ
ラ
リ
オ
ン
伝
』、
同
『
囚
わ
れ
の
修
道
士
マ
ル
ク
ス
伝
』
そ

し
て
著
者
不
明
『
エ
ジ
プ
ト
人
マ
カ
リ
オ
ス
伝
』（
ギ
リ
シ
ア
語

版
）
で
あ
る
。
以
下
、
各
文
書
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
す
る
。

『
テ
ー
バ
イ
の
パ
ウ
ル
ス
伝
』
は
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
と
同

時
代
人
で
あ
り
、
聖
書
の
ラ
テ
ン
語
訳
と
共
に
聖
書
註
解
を
残

し
、
ま
た
三
七
四
年
か
ら
数
年
シ
リ
ア
の
カ
ル
キ
ス
近
郊
で
修
道

生
活
を
体
験
し
た
ヒ
エ
ロ
ニ
ュ
ム
ス
（
三
四
七－

四
一
九
年
）

が
、
三
七
〇
年
代
の
後
半
に
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
彼
は
、
こ

の
テ
ー
バ
イ
の
パ
ウ
ル
ス
を
ア
ン
ト
ニ
オ
ス
に
先
立
っ
て
修
道
生

活
を
創
始
し
た
最
初
の
人
物
と
し
て
描
く
（
一
章
）。
た
だ
し
、
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そ
の
実
在
性
は
疑
わ
れ
て
お
り
、
訳
者
も
同
様
の
見
解
を
も
つ
。

し
か
し
、
そ
の
文
学
的
な
価
値
が
損
な
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
主
教
・
神
学
者
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
（
二
九
六

頃－

三
七
三
年
）
が
三
六
〇
年
前
後
に
執
筆
し
た
『
ア
ン
ト
ニ
オ

ス
伝
』
は
、
最
も
読
ま
れ
た
、
影
響
を
も
っ
た
修
道
士
・
聖
人
伝

の
一
つ
で
あ
る
。
本
書
の
ラ
テ
ン
語
版
は
す
で
に
小
高
毅
に
よ
っ

て
翻
訳
さ
れ
て
い
る
が
（
上
智
大
学
中
世
思
想
研
究
所
監
修
『
中

世
思
想
原
典
集
成
1
初
期
ギ
リ
シ
ア
教
父
』
平
凡
社
、
一
九
九
五

年
所
収
）、
ギ
リ
シ
ア
語
版
か
ら
は
初
訳
で
あ
る
。
全
体
の
構
成

は
、
プ
ロ
ロ
ー
グ
に
続
い
て
、
ア
ン
ト
ニ
オ
ス
の
出
生
か
ら
始
ま

り
、
時
間
的
な
順
序
に
沿
っ
て
彼
の
霊
的
な
成
長
を
語
る
第
一
部

（
一－

四
八
章
）、
癒
し
な
ど
の
奇
跡
を
語
る
第
二
部
（
四
九－

八
八
章
）、
彼
の
死
を
描
く
第
三
部
（
八
九－

九
二
章
）
そ
し
て

エ
ピ
ロ
ー
グ
と
な
っ
て
い
る
（
二
八
七
頁
参
照
）。
ア
ン
ト
ニ
オ

ス
が
、
両
親
の
死
後
、
教
会
で
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
一
九
章
二

一
節
の
朗
読
を
聞
き
、
財
産
を
棄
て
修
道
生
活
を
志
す
場
面
（
二

－

三
章
）、
絵
画
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
悪
魔
の
誘
惑
と
の
闘

い
の
場
面
（
五－

九
章
な
ど
）
は
有
名
だ
が
、
一
六－

四
三
章
お

よ
び
七
四－

八
〇
章
で
語
ら
れ
る
ア
ン
ト
ニ
オ
ス
の
説
教
は
、

『
砂
漠
の
師
父
の
言
葉
』
に
収
録
さ
れ
る
彼
の
言
葉
と
共
に
、
初

期
修
道
制
の
思
想
を
知
る
た
め
に
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
『
ヒ
ラ
リ
オ
ン
伝
』
お
よ
び
『
囚
わ
れ
の
修
道
士
マ
ル

ク
ス
伝
』
だ
が
、
著
者
ヒ
エ
ロ
ニ
ュ
ム
ス
に
従
う
と
、
ヒ
ラ
リ
オ

ン
は
、「
ア
ン
ト
ニ
オ
ス
の
後
継
者
」（
二
二
章
、
二
章
も
参
照
）

で
、
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
に
お
け
る
修
道
生
活
の
「
創
始
者
」（
九
章

お
よ
び
一
五
章
も
参
照
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
は
遍
歴
す
る
修

道
士
で
も
あ
り
、
六
三
歳
の
時
に
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
を
後
に
し
、
エ

ジ
プ
ト
、
リ
ビ
ア
、
シ
チ
リ
ア
、
ダ
ル
マ
テ
ィ
ア
の
エ
ピ
ダ
ウ
ロ

ス
、
そ
し
て
最
後
は
キ
プ
ロ
ス
で
没
す
る
（
二
〇－

三
三
章
）。

『
囚
わ
れ
の
修
道
士
マ
ル
ク
ス
伝
』
は
、
ヒ
エ
ロ
ニ
ュ
ム
ス
が

「
友
人
で
あ
る
主
教
エ
ウ
ア
グ
リ
オ
ス
」（
二
章
）
か
ら
伝
え
聞

い
た
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
シ
リ
ア
人
マ
ル
ク
ス
は
、
若

い
時
に
イ
シ
ュ
マ
エ
ル
人
に
捕
ら
え
ら
れ
、
奴
隷
と
さ
れ
た
う
え

に
、
同
じ
奴
隷
仲
間
の
女
性
と
無
理
や
り
結
婚
さ
せ
ら
れ
る
が
、

貞
潔
を
守
り
、
二
人
で
逃
亡
し
、
シ
リ
ア
の
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
か

ら
三
十
マ
イ
ル
ほ
ど
離
れ
た
小
村
で
修
道
生
活
を
送
る
。
こ
の
マ

ル
ク
ス
は
、
他
の
三
人
と
異
な
り
ア
ン
ト
ニ
オ
ス
と
の
関
係
も
な

く
、
こ
の
伝
記
が
本
書
に
収
録
さ
れ
た
理
由
は
定
か
で
は
な
い
。
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シ
リ
ア
の
初
期
修
道
生
活
の
一
端
を
示
す
物
語
だ
か
ら
で
あ
ろ
う

か
。
な
お
、
こ
の
二
つ
の
伝
記
に
は
、
四
世
紀
の
サ
ラ
セ
ン
人
に

関
す
る
記
述
も
あ
り
、
興
味
深
い
（『
ヒ
ラ
リ
オ
ン
伝
』
一
六

章
、『
マ
ル
ク
ス
伝
』
四
、
八
章
）。

本
書
に
収
録
さ
れ
た
五
つ
の
伝
記
の
う
ち
、『
ア
ン
ト
ニ
オ
ス

伝
』
に
つ
い
で
大
き
な
も
の
が
『
エ
ジ
プ
ト
人
マ
カ
リ
オ
ス
』
で

あ
る
。
マ
カ
リ
オ
ス
（
三
九
〇
年
没
）
は
、
ス
ケ
ー
テ
ィ
ス
の
砂

漠
に
お
け
る
修
道
生
活
を
創
始
し
た
人
物
で
あ
り
、『
師
父
た
ち

の
言
葉
』
に
も
彼
の
言
葉
が
多
く
収
録
さ
れ
、
そ
の
伝
記
も
コ
プ

ト
語
（
九
世
紀
）、
シ
リ
ア
語
、
ア
ラ
ビ
ア
語
、
エ
チ
オ
ピ
ア
語

そ
し
て
ギ
リ
シ
ア
語
（
一
一
世
紀
末
頃
に
成
立
）
で
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
本
書
に
収
録
さ
れ
た
『
マ
カ
リ
オ
ス
伝
』
は
、
訳
者
自
身

が
校
訂
し
た
ギ
リ
シ
ア
語
版
に
よ
る
も
の
で
あ
る
（
二
九
五
頁
参

照
）。
こ
の
テ
ク
ス
ト
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
出
版
さ
れ
た
著
書
お

よ
び
「『
エ
ジ
プ
ト
人
マ
カ
リ
オ
ス
伝
』
ギ
リ
シ
ア
語
版

校

訂
・
翻
訳
と
註
釈
」（『
人
文
・
自
然
研
究
』
一
橋
大
学
教
育
研
究

開
発
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
七
年
、
二
六
五－

四
一
三
頁
）
で
参
照

す
る
こ
と
が
で
き
る
。『
マ
カ
リ
オ
ス
伝
』
の
構
成
は
『
ア
ン
ト

ニ
オ
ス
伝
』
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
復
活
に
関
す
る
一

連
の
議
論
は
あ
る
も
の
の
（
三
七－

四
〇
章
）、『
ア
ン
ト
ニ
オ
ス

伝
』
の
よ
う
な
、
ま
と
ま
っ
た
説
教
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な

い
。本

書
で
描
か
れ
る
最
初
期
の
修
道
士
た
ち
、
と
り
わ
け
ア
ン
ト

ニ
オ
ス
の
修
道
生
活
は
、
以
後
の
修
道
士
た
ち
の
模
範
と
な
る
こ

と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
五
二
九
年
、
イ
タ
リ
ア
の
モ
ン
テ
・

カ
ッ
シ
ー
ノ
に
修
道
院
を
創
立
し
、
西
欧
の
共
住
修
道
制
の
基
礎

を
据
え
た
ヌ
ル
シ
ア
の
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス
が
著
し
た
と
さ
れ
る

『
戒
律
』
は
、
最
後
の
章
で
修
道
生
活
の
完
成
を
急
ぐ
者
た
ち
が

読
む
べ
き
書
物
の
中
に
「
師
父
た
ち
の
伝
記
」
を
挙
げ
る
（
七

三
・
五
）。
そ
れ
ゆ
え
、
本
書
に
収
録
さ
れ
た
伝
記
は
、
西
欧
の

修
道
院
の
霊
性
を
も
育
み
、
ま
た
そ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
数
多

く
の
修
道
院
文
学
に
も
多
大
の
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
。

古
典
語
で
書
か
れ
た
文
書
を
、
現
代
の
日
本
の
読
者
に
平
明
で

読
み
や
す
い
訳
文
で
伝
え
る
こ
と
は
決
し
て
簡
単
な
こ
と
で
は
な

い
。
本
書
の
訳
文
は
、
訳
者
独
特
の
言
い
回
し
は
あ
る
も
の
の
、

そ
れ
を
十
分
に
果
た
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、「
ア
プ

ロ
ー
チ
」（
四
八
頁
）、「
ハ
ン
ス
ト
」（
一
五
九
頁
小
見
出
し
）、
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「
パ
ー
ト
ナ
ー
」（
二
四
五
頁
）
等
は
、
多
少
の
違
和
感
を
も

つ
。本

書
の
意
義
は
、
何
よ
り
も
初
期
修
道
制
を
解
明
す
る
た
め
の

貴
重
な
史
料
の
信
頼
で
き
る
翻
訳
を
提
供
し
た
こ
と
に
あ
る
。
だ

が
、
本
書
を
学
問
的
に
読
み
込
む
た
め
に
は
、
訳
者
の
『
キ
リ
ス

ト
教
修
道
制
の
成
立
』（
創
文
社
、
二
〇
〇
八
年
）、「『
エ
ジ
プ
ト

人
マ
カ
リ
オ
ス
伝
』
を
め
ぐ
る
諸
考
察
―
歴
史
と
文
学
伝
承
の
関

係
―
」（『
オ
リ
エ
ン
ト
』
48－
1
、2
0
0
5
年
所
収
）
な
ど
の

論
文
を
読
ま
ざ
る
を
え
な
い
。
訳
者
自
身
が
弁
明
・
お
詫
び
を
述

べ
て
は
い
る
が
（
二
九
六
頁
）、
も
う
少
し
（
一
般
の
）
読
者
も

配
慮
し
た
「
解
説
」
と
「
訳
注
」
が
必
要
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
と
は
い
え
、
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス
に
従
え
ば
、
本
書
を

「
霊
的
な
読
書
」（lectio
divina

）
の
た
め
の
書
物
と
す
る
こ

と
も
で
き
よ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
書
の
出
版
さ
れ
た
こ
と

を
心
か
ら
喜
び
た
い
。
そ
れ
と
同
時
に
、
初
期
修
道
制
を
知
る
た

め
の
重
要
な
文
書
で
あ
る
著
者
不
明
の
『
エ
ジ
プ
ト
の
修
道
士
列

伝
』（
四
世
紀
末
）、
パ
ラ
デ
ィ
オ
ス
『
ラ
ウ
ソ
ス
に
献
じ
る
キ
リ

ス
ト
者
列
伝
』（
四
二
〇
年
頃
）
な
ど
も
翻
訳
・
出
版
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。
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